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(昭 和18年1月14日 受領)

中島飛行機武藏野病院

根 本 不 二 雄
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第一項 全身症状及局所症状

第二項B.C.G接 種後 ノ「ツ」反懸 ノ攣動

第一章 緒

吾國 二於 ケル工場 ノ結核 問題、殊 ニソ ノ豫防封

策 ニッイテハ既 二盛 二論 ゼ ラレ、叉吾 々 モ注意

ヲ彿 ヒツ ・アツタ.近 年工業 ノ急速 ナ嚢達 ト共

二各地方農村 ノ年少 者 ノ移 シイ藪 ガ之 二吸牧 サ

レツ ・アル。而 モ彼等 ノ勢働 環境、集團生活 ナ

ドハ最 モ ソノ結核 ノ感染、爽病、蔓延 ヲ容易 ナ

ラシメルモ ノ ト考ヘ ル。 ソノ豫防i封策1ノー一ツ ト

シテ入趾時 ノ嚴密 ナル身艦検査 ヲ行 ヒ、更 二嚴

重 ナル健康管理 ト共 二B.C.Gノ 如 キ 豫防接種

次

第三項 轄化時「ツ」反磨陽性度

第四項 接種方法 ト陽性嬉化 ノ關係

第三節 其後 ノ丁ツ」反慮 ノ清長

第一項B.C,G再 接種

第二項10-11ケ 月後 ノ「ツ」反磨

第四節B.C.G接 種後 ノ結核性疾患 ノ登生二

就テ

第四章 総括誼二考按

第五章 結 論

丈 献

言

二依 ツテ結核 免疫性 ヲ與 ヘル コ トノ必要 ナル コ

トハ近年屡 ≧唱ヘ ラ レテヰル トコロデアル.、著

者 モ昭和14年4月 ヨリ約2ケ 年 二渉 リ、 中島

飛行機武藏野工場 二於 テ淺野院 長 ノ御指 導 ノ下

二關東、奥羽地方 ヨリ新 タニ探 用 セル幼年 工 ヲ

入肚時 「ツ」反鷹 ヲ試 ミ、更 二陰性者 ノー部 ノ者

.二 付キ、B.C。G緩 種 ヲ行 ヒ、 ソノ経過 ヲ観察 シ

得 タノデ以下弦 ニ ソノ結果 ヲ概略報告 スル.

第二章 検診封象姓二B,CG接 種實施方法

探用 セシ幼年 工ハ何 レモ當時(昭 和14年)15歳

ヨ リ20議 迄 ノ男工 デアツテ、 施行 シタ各縣 出

身練人員ハ1034名 デ アツタ(第1表)。 然 シテ検

診 二當 ツテハ家族歴、既往歴、入職前 ノ職業 ヲ

調査 カー ドニ記 入 セシムル コ トニ シタ。先 ヅ「ツ

ベル クリン」反鷹 ハ傳研 製薔 「ツベル クリ ン」液

ヲ用 ヒ、 ソ ノ2000倍 稀繹液0.1cゑ ヲ左上縛 内

側 皮内二注射 シ、48時 間後 二於 ケル局所 ノ費赤

ノ大 サ ヲ測 定 シタ.

ソ シテ ソノ製 定 ノ際 ニハ全國結核療養所會議 二
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働 テ決 メラレ蜘 ク、0、 無購 、2～4mm

一ヲ疑陽性5～10mmヲ 弱 陽性11～20mmヲ

中等陽性、21～30mmヲ 彊 陽性、31mm以 上 ヲ

最強陽 性 トシタ.爾 最 近國民膿 力検 査 二際 シ、

厚生省 ニテ決定 サyタ 柳澤 博士 ノ方法 ハ4mm

以 下 ヲ陰性 、10mm以 上 ヲ陽性、5～9mmヲ

疑 陽性 トシタモ ノデ アルガ結局疑陽 性ハ廣義 ノ

陽性二含 マ レル タメ,前 述 ノ鋼定 ノ意義 二於 テ

大差 ナイコ ト・思 フ.

「ヅJ反 磨陰姓者 ノー部 二付 テB .C,G接 種 ヲ行 ツ

タノデアル ガ、 ソ ノB.C.Gハ 學 衛振興會委員、

簿 研 ノ佐藤秀三博士 ノ御厚意 二依 リ貰 ヒ受 ケタ

ル生理 食盤水浮游 液 ニテ、 ソノ1c.c.中 二菌量

0。005mgヲ 含 ムモ ノデアルe調 製後約4時 間以

内 ノ新鮮 ナモ ノヲ用 ヒタ.接 種方法 トシテ或一

群 二左上臓外側 皮下 ニソノ1c.aヲ 、 又他 ノー群

ニハ0・5cα 宛(即 チB .C.Gσ.0025mg宛)爾 側上

臆外側 皮下 二注射 シタ。

第三章 検査成績

御 一 節 「ツーミノレク リ ン」反 癒

第1項 陽性率

今關東、奥羽地方 出身 ノ幼年 工1034名(何vモ.

男工)二 就 テ「ツベ ルク リン」反鷹(以 下 「ヅJ反 鷹

5略 ス〉ヲ試 ミ、 第2表 ノ如 ク陽性者250名

(24・2%)≒ 封 シ、陰性 者784名(75.8%)デ 帥 チ

過陣 薮 ガ陰性者 デアツタ.

第2項 出身地 方別 トノ關係
ダ

今之 ヲ出身縣別 二陽性牽 ヲ ミル ト第3表 ノ如 ク

デアル。 シカシ縣 別 ノ關係 ヲ云 々 スル ニハ鹸 リ

第2表 「ツ」反旛陽性率

被 槍 総 人 員
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陽 性 拳
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陰 性 傘
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第4表 地方別「ツ」反慮陽性率

地 方 別 瞬 楓 購 儲 %

(1)紳 奈川、千葉、茨城 258 町122沿

(2)栃 水、群馬、埼玉 374 9024.Ol

(3)編 島、宮城、岩手 172 37、21.5
「

(4)山 形 、青森 秋田 230 66 28.7

計1034
、唾

250 24.1

一}麟 一 一 一 一 一

關 東 632
}心
147
一 一 『

23.2

奥 羽 402 103 25.6

計 1034 250 24.1
∫

各縣 間 ノ入藪 ノ差甚 ダ シキ タメ、之 ヲ三縣宛地

方 別 トシテ ミル5第4表 ノ如 キ結果 ヲ得 タ。 各

地方別 ノ標準 偏差 ヲ求 メテ誤差鋼定 ヲ行 フ ト、

神奈 川、 千葉、 茨城 ノ地方 ト栃 木、群馬、埼玉

ノ地方 ト幅島、宮城、 岩手 ノ地方 ノ相互 ノ間 ご

ハ有 意義 ナル差 ヲ認 メ ラレズ、 唯山形、 青森、

秋 田 ノ地方 二於 テハ他 ノ三群 ヨリ陽性李 大ナ リ

トイフコ トガ出來 ル。尤 モ縣 内 二於 テモ市、町、

村 二居佳 シテヰタコ ト如何 ヲ考慮 二入 レネバ ナ

ラヌ。更 ニ コノ地方別 ヲ(1)・(2)ヲ 關 東、(3)・(4>

ヲ奥 羽 トニ別 シテ比較 シテ ミル ト、 ソ ノ間ニモ

有意義 ナ差 ヲメナィ。

第3項 年齢別 トノ關係

「ツ」反慮 ノ到定標準 ハ全國療養所所長會議 二決

メラvタ モ ノニ依 ツタ。 ソレニ依 ル ト第5表 ノ

第5表 年齢別「ツ」反磨陽性率
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如 久 年 齢別 ノ陽性李 ハ18歳 ノ32.9%ガ 首位

ヲ占 メt次 二18一 一20歳 迄 ノ人数 が少数 ナル タ
夢

メ、之 ヲ加 ヘテ ミル ト同 ジク、30.9%ノ 最 高 ヲ

示 シ、 次 デ17歳 、15歳16歳 トイフ順序 デア

ル・ ソシテ ソノ陽性程度 ノ・11-20mmガ 約 孚敷
磁

ヲ占 嶺テヰル。

陰性 ノ方 ノ仮 封 二16歳 ノ77、7%ダ 陰1蜂 ノ最

高 ヲ示 シ、 陰 性程 度無 魔睡 ガ70.8%ノ 最 高牽

ヲ示 シテヰル。

第4項 家業別 トノ関係

入社前 ノ職 業 ガ「ツ」反鷹 二如何 ナル關係 アル カ

ヲ ミル ト(第6表)「 ツ」反騰 陽性者 二於 テハ 「ナ

ゆ

シ」ガ42.0%ニ テ 最:高 ヲ示 シ、次 デ 農 ノ34・0%、

商 ノ9.2%,不 明 ノ5.2%、 雑 ノ6・4%、 エ ノ

3.2%ノ 順 デ ア ル 。 尤 モ 中 ニ ハ 家 業 ヲ 農 ト イ フ

ノ ヲ好 マ ズ 「ナ シ」二 編 入 サ レ タ コ ト ノ ア ツ タ ノ

八 事 實 デ ア ル,

穐 「ッ」反 鷹 陰 性 者 二 於 テ モ(第7表)同 様 二 「ナ シ」

ノ43.8%ト 農 ノ43.3%ヲ 最:高 二、 商 ノ5.2%、

不 明 ノ4.5%、 難 ノ1.9%,エ ノ1・3%ノ 順 位 ヲ

示 シ、陽 性 ノ場 合 ニ ー・致 ス ル 。 コ ノ 中 、i雑 ノ 中

二 八 漁 師 、 給 仕 、 事 務 員 、 新 聞 配 達 夫 、 其 他 ヲ

含 メ タ。 騒

第7表 ドッ」反磨陰性者 ノ職業別

年 齢
ス蟄 肚 前 ノ:職 業'

計
エ}農/商 レ 列 不 馴 雑

あ 0 54

16 3 191

17

18・

19

20

計

3

2

1
論
1

10
L3%)

46

17

18

14

340
(43.3%)

4

1$

6

4

7

2

41
(5.2%)

62

190

5

14

48 9

22 4

工5

〔
343i
(43.8%)1

2

1

35一 一一

(4.5%)

2 127

6 422

2. 114

4 53

0 43

1 25

15

σ.9%)
784

第 二 節

「ツ」反鷹陰 性音名 ㌔別 久 ソノ中447名 ハ ソ ノ

.マ ・ト㌧ テ後 ノ獲病率 ヲ比 較 スル場合 ノ対 照 ト

シテt337名 二野 シテ結核褒病豫 防 ノ 目 的 二

B、C.G皮 下接種 ヲ行 ツタ。麹 緯

第1項 全 身症欺及 局所症状

B,C.G接 種 が直接 ノ原 因 トナ リ登熟r其 袖 全身

症状 ヲ呈 シタ ト思ハル ー者 ハ1名 モナカツタ。

帰 所症歌 トシテハ接種後3週 目ニモ局所 二硬 結

ヲ認 メタモ ノハ1名 モナカツタ。 ソシテ8週 目

二型 、片側 二接種 シタ群 ヨリ局所 二膿瘍、潰

瘍 ヲ形成シi外 来 ヲ訪 フタ者2名 ア ツタ。之等

ノ者 二封 シテハ穿刺、排膿 後 太陽燈=、赤外線:ノ

照射、瑚 酸軟膏 貼布 ヲ施 シタが約2ケ 月内外 ヲ

/経テ卿 モ全治 シタ・ ソシテ之等 ノ伽 モ局所

B.C.G接 種

ノ腋 下 淋 巴 腺 ノ腫 脹:ハ 認 メ ナ ヵ ッ タ.

(第1例)細

身16歳

B・C・GO・005mg片 側.:射 後 r5週 目 二登 赤 、

硬 結 ヲ生 ジ、8週 目二膿 瘍 ヲ形 成 シ 次 デ 潰瘍 ト

ナル 。

潰 瘍 大 サ12×9mm

太 陽燈15分 宛 照 射 シ、 中途 甥 リ赤 外 線 篁5分 宛 ト
づ

交互二毎日照射。 一方局所 二棚酸軟膏貼布 ヲ施

シ、2ケ 月牛後全治 シタ.

(第 露例)

、 男16歳

同 ジクB・C・G片 側接種後6週 目 ヨ リ硬 結 ヲ生

ジ、9週 目二膿瘍 ヲ形成ス

膿瘍大 サ10×8瀟 斑
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ゑ

排膿後同ジク太陽燈15分 宛照射、 中途 ヨ リ赤外

線15分 間宛 ト毎 日交互二約50同 照射シ、叉棚酸

軟膏貼用 シテ全治シタ。

第2項B・C・G接 璽後 ノ「ツ」反恋 ワ墾動

B.C.G接 種 者337名 二就 テ接種後3週 目ヨ リ4

週 目、5週 目.8週 目 トソノ陽性轄化 ノ時期 ヲ 、

追及 シタ。 シカルニ第8表 二示 ス如 ク、第3週

隔

第8表

目二58名(18.6%)、 第4週 目二47名(19.6%)、

第5週 目二37名(19.1%)、 更 二第8週 目二12名

(7.7%)ト 陽 性 二轄イヒシタcコ レヲ積 算 ス レバ

第3週 二58名(15.4%)、 第4週 マデニ・・105名

(34.8%)、 第5週 マ デニハ142名(47、7%〉 、 第

8週 マデニハ154名(52.9%)、 帥 チ約 孚敷 ノ者

ハ 陽性 ユ轄 ジタ コ ト ナル.

B.C,G接 種 二yル 陽 性縛 化 傘

(1)・

接種後陽轄迄ノ

期間

最初 ヨリ縫緬シ
テ槍察サ レタ総

人藪

(學象 陰性者)

被楡察

豫定藪

i検 察

不能者

被検者

實 数
陰性者

…

陰性卒

(%)
陽性者

陽性率

(%)

3W目 312337 25
一 312

254 81.4158 18.6

4W"目 302254 10 244 197
…

80.8i47 19艦6

5W"目 2981197
1

4 193
騨
・568郵37 19.1

8Wノ 目 297}156 1 155懸 笠4392.3112 7.7

(2)

響鵜轄積算被橡者積算陽性者積算陽性率
}ぎW

目i312
ヨ

58
齢 一 一 一

15.4

4W"'目i302 105 34.8

一

一_-
5W!目i298i142 一 47.7

8W目297・ ユ54 52.9

第3項 韓化時 「ツ」反慮陽性度

B.C。G接 種 二依 ル陽性轄化 ノ程度 バー般 二弱反

懸 ニ シテ§星陽性韓化 ハ殆 ドミラレナ カツタ。郎
ゆ

チ第3週 目二11-20mmノ 者19名 ア ツタガ他

ハ殆r5-10mm程 度 ノ陽性轄 化 デアヅタ
。

之 ハ接種 シタB.C.G菌 量 ガ少量 デア ヅタ ・メ

「ツパル ク リン ・ア レル ギー」ガ強 クナカ ツタコ

トニ因 スル ト思 バ レル。(第9表)

第9表 陽性榑化 ノ程度

曳 第 硅項 接種方 法 ト陽性韓 化 ノ關係

337名 二就 テBC.GO、005mg片 側 。ヒ鳳 一一ケ所

二158名 二行 ヒ、一方 二〇.0025mg宛 雨 側 上臆 二

分 ケテ179名 行 ツタ。 コノ結果爾者間 ノ陽性韓

化 ヲ ミル ト第10表 ノ如 ク大髄 二於 テ 陽性轄化

シタモ ノハ孚敏宛 ニ シテ、誤 差計 算 ヲ行 フ ト陽

性 轄化率 ノ上 二有意義 ナル差 ヲ認 メナカツ タ.

第10表 接種方法F陽 性韓化 ド声關係

(1)犠

宛9疏%

二

〇〇
側
似
雨

ヲ9m5

二

〇〇

側

似

片 計

158
騨

179 337

鐘

(2)

接 種 後 榑化者撒

■ 細■繭鳳闘胴

十i十 十

(5-10mm)/1レ20mm)

準

3W臼 58 3919

4W目 47
…

425
一 騨

5W目 37i334 」
一 一一
8W目 121111

計 154§ ・25129

魁

ノ

327(337名 中10名 登決勤、退職ノ爲轄化
、有無不明ナ リ)

陽性韓化 ノモノ

167

片側二行
ヘ ノレモ ノ

7τ 一一

(44β%)

陽性韓化セザ リシモ ノ

160

繭 側 二行
ヘ ノレモ ノ

(5511%)i

側 二行
ノレモ ノ

1雨 側 二行

ヘ ノシモ ノ

77
8ほ%煽

83
(51.9%)
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第ご同目B.CG接 種 ニヨ〃陽性轄化傘

(第一同後3ク 月経テ夏二片側二〇.005mg)

第11衷

接 種 後 総被槍者
籔

ザツ」反癒

陰 性 者

「ツ」反慮

陽 性 者
陽 性 率

十

(5-10mm)

一

(11-20m瀧)

3W目 39
嫉

39 0 0・ 0 0

蟹

4W目
卜

39 39 0 0 Ol
議0

5W目 38

(一名猷席)

一}

28

、

10㌦ 26・3%i7

7

2

ぷ

B.C,Gニ ヨル 陽樽 者 ノ中137名 ・:一ツ イテ

10・-11ケ 月後 ノ「ツ」反 慮(2000倍)

第12表

陰 性i陰
{

陽 性 陽
性
率

}

0 mm

1-4 計
性
率 mlm

5-10

mm

11-20

mm
21-30 31一刺 計

1

64 28 92
i67

・2%i38 3 3 145 32.8%

陰 性 二復 錦 セ シ53名 ニ ツイ テ100倍 「ツ」反 慮第13表

陰 性
性i
陰1陽 性 陽 ・

性 騨

傘0
… 鵬磁

1-4
計 卒 mm

5-10

mmlm副

11→20{21→301
r

mm

31→

轡

計

3 3
」

6 11.3% 161
ヒ27{o 晦0 47油.7%

　

B.C。Gニ ヨ〃 非 陽縛 者 ノ中117名 ニ ツ イ テ

10-11ケ .月後 ノ「ツ」反 慮(2000倍)

第14表

轡

陰 性 陰＼ 」 陽 性

性傘
陽性

率0

「 組m

1-4
計

mm

5--10

m田

11--20 21禦3、,蹴 囹

65 30 9 81.2%17 2 3}・ 22 18.8%

陰 性 ナ 〃52名 ニ ツ イ テ100倍 σツ」反 慮第15表

陰 性 奉i陰
i

陽 性 陽
性李

0
㎜

1-・4 計 1拳 5珊i∬ 』習:21珊31輿 計
1

9 i・ gほ7.3%
'

20 22;・1・43 82.7%

・ 第 三節 其後 ノ「ツ」反 懸 ノ消長

第1項BC。G再 接種

第1同B.C、G接 種後、轄化 セ ザ リシ39名 二3

ケ 月経 テ更 二片側 二 〇・005mg再 接 種 ヲ行 ツ タ.

然 ルニ第3及 第4週 目ニハ1名 ノ轄化者 モ ミズ

シテ第5週 目二10名 ノ韓化者(26・3%)ヲ 得 タ。
ぷ

局所症状 トシテ何 レモ硬 結 ヲミズ、膿 瘍、潰瘍
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ヲ ミタモ ノ又1名 モナカツタ。 ソ ノ陽性度 ハ第

1同 同檬5--10mm程 度 ノ者 ガ過 孕籔 ヲ 占メ

タ。(第11表)

第2項10-11ケ 月 後 ノ「ツ」反慮

(1)B.C.G二 依 ツテ接種後8週 目i迄二陽性 二轄

化 シタ者137名 ニ ツイテ10-11ケ 月経 テ「ツ」

鷹 ヲ検 残 ガ第12表 ノ如 ク92名 ハ陰blk二復

聾 シテヰノUe(陰 性 牽67・2%)epチ 時 日 ノ鐸 過

ト共 二「ツベル ク リン。アレルギー」ガ滅弱乃至

滑失 シタル結果 ト解 サ レル。更 ニコ ノ陰性 二返

第16表

ツタ者 ノ中、53名 二100倍 ノ 「ツ」反鷹 ヲ行 フ

ニ6名 ヲ残 シ、 何 レモ陽性 ヲ示 シタ.(陽 性李

88.7%)(第13表)

(2)B.C.G二 依 ツテ陽 性二轄化 シナカ ヅタ117

名 二10-11ケ 月後 ノ「ツ」反鷹 ヲミル ト第14表

二於 ケル如 ク22名 ノ陽性轄化 ガ ミラvタ 。 コ

ノ中轄 化 シナ452名 二更 二100倍 ノ 「ツ」反 磨i

ヲ試 ミタガ9名 ヲ残 シテ何Vモ 陽性 ヲ示 シタ。

之等 薫 一度獲得 シタ 「ツ!ミル ク リン・チ レル ギ

ーソ 極 壕 弱ナル爲 ト考一 ラレルe(第1俵)

B.C.G非 接 種群(射 照 群)ノ10-11〃 月 後 「ツ」反 慮(130名)

陰 性!陰
;

陽 性}陽
}

・i、 理 計 箋/ 15珊11』 堺i2、珊
il

一 一 一 性

31→1計 率

923

～

95} 73・0%115
1国215眺 ㎜…湘翫}

第17表 「ツベ ル ク リソ」反 慮 陽性 者 相 關 表

＼惜霧轟
r蝦
慮第一同 目
豪赤短裡 ＼
0-0.5

き

i

O-0。50。5-1.01。0-1.5

1、

贈'1}

0。5--1。0
へ 　 　　く
1.0-4.5 1

1.5-2。O

2.0--2.5

2.5--3.0

3.0-3.5

3.5-"4.0

4f()-4.5

4。5-5.0

計

ゆ

1

3

2

2

1

3

11

1

10

4

2

3

3

1

1

2

27

i

、!

1.5-2.σ2.0-2.52.5-3.0
し

、}

3 1

9

3

2

3

7

3

2

1

2

1

1

ミ
3。0-3.5、3.5-4.0

2 2

1

2

1

20

3

1

1

11
『-1

1

r
1r帰

19

ミ

『7

i9
1

計

τ
7「
20

7
τ
下
3

3
下

95

'(3)封 照 トシタB
.C.G接 種 ヲ行ハ ザル「ツ」反鷹1

陰 性者中130名 二10-11ケ 月後,「ツ」反鷹 ヲ検

シタ トコロ、35名 ノ自然陽性轄化者 ガアツタ。 贈

(27.0%〉 陽 性程 度 モB.C.G接 種 二依 ルモ ノヨリ

強 ク11-20mmノ モ ノ約牛藪 モア リ、且31mm

以 上 ノ者5名 モ認 メ ラvタ 。(第16表)

(4)陽 性 者 二就 テモ以上 ト同様 二10--11ケ 月i

後 ノ「ツ」反鷹 ノ清長 ヲ検ベ タ,カ クシテ得 タ陽

性反慮 ノ程 度 ニ ツ イテ成績 ヲ95名 二比較 スル

ト、第17表 二示 ス様 ナ第1同 ト第2回 ト ノ相

關表 ヲ得 タ。 ソノ相關係藪 ヲ求 メ テ ミ ル ト

r=+0、05デ ア ツタ、但 シ10-11ケ 月後 二陰性

ニナ ヅテヰル者 ハ1名 モ認 メラ レナカツタ.

更 二15ケ 月経 タ昨年、昭和16年8月 「ツ」反鷹

ヲ行 ヒ3同 ヲ通 ジテ 出席 シ得 タ者 ノミノ44名

=ツ イテ第2同 目、 第3同 目相互 間 ノ相關係撒
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ヲ求 メテ ミル ト、r-+0.0025デ ア ツタ。但 シコ 性 二返 ヅテヰル者8名 ヲミタ。

ノ場合第3回 目、 帥 チ最 初 ヨ リ25ケ 月目二 陰

第 四 節B℃.G接 種 後 ノ結 核 性 疾 患 ノ登 生 二就 テ

縮1被検 者1034名 ノ中昭和14年7月 以降同16年

9月 二至 ル迄 ノ嚢病状 態 ヲ調 べ テ ミル ト、

B.C.G接 種 者 ノ337名 ヨ リ6-T2ケ 月 内 二5名

12--24ケ 月 内 二5名 ノ肺尖結 核及 ビ嚥性肋 膜炎

ノ蛋病者 ヲ ミタ。 合計10名 デ アル。(2.996)

〈第18表)
な

コレニ封 シテ、封象 トシタ諺「ヅ」反鷹陰性群 ノ非

接種者447名 ヨ リハ12ケ 月以 内 二25名 ノ登病

者 ヲ見、 マ タ12-24ケ 月 内二更 二30名 ヲ加へ ・・

テヰル。殊 二肺 結核 、漁性肋膜炎、肺門淋 巴腺

結核 ガソ ノ大部 分 ヲ占 メ、 合計55名 ヲ算 シ テ

ヰル。(12.3%)

一『タ 「ヅ」反鷹陽性群 ヨリハ合計17名 ノ到然 シ

タ結核登病者 ヲ ミタガ、 ツ ノ大部分 ガ 】2ケ 月

以内 二獲病 シテヰル。ソシテ「ヅ」反懸、陰性君羊、

陽性群 ヨ リ共 二3ケ 月未満 二各 々6名 ノ登病者

ヲミタコ トモ注 目スベ キデアル。

コ ・二考 慮 スベ キコ トハ當時之等 ノ患者 ニ ツイ
壷

テハ病院 ガ未 ダ出來 ズ、 タぐ診療所二於テ診療
ま

ヲ行 ツテヰタ ・メ、成 ルベ ク轄警 ヲ行 フ方針 デ、

穗 テ ノ者 ニツイテ経 過 ヲ精 シク観察 スル コ トハ

出來 ナカ ツタコ トデアル。 シタガ ツテ コレラノ

藪字 カ ラ責 チニB.C.G接 種 ノ有無 ヲ論 ズル コ ト

ハ危瞼 デ アル。 ナホ之等 ノウチ「ツ」反懸陰性非

接種群 ヨリ肺浸潤拉 二肋膜炎 ヲ合併 セシ者2名

死亡 シテヰル。

扱 テ之等 ノ獲病者 ヲ除 イテ當時仕事 二從事 シテ

ヰル者 ガ果 シテ健康 ナルヤ否 ヤ ニツイテ追求 ス

ルタ メ、 昭和16年9月 現在被検者 ニツ イテ健

康診断 ヲ行 ツタ。最初B℃.Gヲ 行 ツタ當時 二比

シ、休職 、事故、其他 ノタメ人藪 ハ大分滅 ジテ

ヰ ルガB.C.G接 種 者 ノ中、検診 スル コトヲ得 タ

129名 ニ ツ4テ ミル5、 「物 反鷹 ノ大部分 ガ陰

性 二返 ツテヰル,,(78・3%)(第19i表)

健 康診断 ノ結果;臨 林的所 見X線 所見(レ 線撮

影 ・被検者全員 ニ ツイテ間接撮影法 ヲ以 ツテ行

ヒ、 ソ ノ中所 見 ヲ認 メ タモ ノニ更 二直接 撮影 ヲ

行 ツタ。)「ツJ反 鷹、赤沈 ノ上 ヨリ所見 アル者 ト

結核 容疑者 ヲ嚢 見 シタノデ、 ソノ者 ニ ツイテ含

漱液 ヲ トラ シメ、結核菌培養 ヲ試 ミル コ ト・シ

タeソ ノ結果 バー括 シテ第2り 表 二示 スeX線 所

見、臨林所 見、 「ヅ」反慮、赤沈 ガ大禮一致 スル

モ ノヲ所 見 アル者 トシ、一致 セザ リシ者 ヲ容疑

者 ト見倣 シタ.所 見 アル者及容疑者 ヨリ喀疾 ヲ・

喀出 シ得 タ者 ハ何 レモー鷹 塗抹 標本 ヲ作 リ、検

庚 ヲ行 ツタガ何 レモ陰性 デアツタ。含漱液 ノ培

養 二際 シテハ帝大 坂 口内科 ニテ行 ヒシ如 ク、 コ

ツプニ約30c.c.ノ 滅 菌水 ヲ入 レ、 之 ヲ以 テ成 ル

ベ ク奥深 クマデ2同 含徽 サ セ、別 二用意 シタル

滅菌試鹸管内二煮沸清毒セル漏斗ヲカケサセ之

ニ トラセタ。 コノ材料 ヲ慶懸 大學馨學 部臨林細

菌研究室 二逡 ツ テ堀内學士 二 結核菌培養 ヲ御

依頼 シタ。使用 サ レタ培養基 ハ 液罷培地 及 ピ

Petragnani氏 培 地 デ アツタMフ}ト デアル。
　

コ ノ結果 ヲ聰括 スル ト次 ノヤウデアル.メ

(第19表)B.C.G接 種 者129名 二於 テ29名 ヲ残
趨

シ大部 分 ノ者 ガ陰性 二返 ヘ リ、結核容疑者4名

(3.1%)、 所 見アル者4名(3.1%)、 ソ シテ爾者

ノ含漱液 ノ培 養 ヨリ結核菌 陽 性者4名 ヲ登 見 シ

得 タ。(3ユ0%〉 、 又、封照 ノ「ツ」反慮陰性非接

種者178名 ニ ツイテ ミルM5名 ガ自然陽性轄

化 シテヰル。 ソシテ結 核容疑者10名(5.1;Ae)所

見 アル者4名(2.2%)又 、 墜方 ノ含徽培 養中、

結核菌陽性者4名 アリe(2.25%)次 二「ツー収 鷹

陽性者89名 ニツイテハ15名 ノ陰性 二返 ツテヰ

ル者 ヲ ミタガ結核容疑者3名(翫3%)所 見 アル

者4者(4.5%)、 又爾者 ノ含漱液培養 中 ヨソ5名

ノ結核菌陽性者 ガ アツ タ。(5。62%)Pt

今 含 漱液 カラ結核菌 ヲ謹 明 シ得 タ獲見率 トシテ

湘 互間 ノ比較 ヲスル トBC.G接 種 者 ト封 照 ノ
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第 20 表

(結核容疑者)

藍

姓 名X線 所 見}理 學的所見
1 1葵論)1赤 沈 朧 培養

3接
¢種
G
群

門

所 見 ナ シ1一 1.4 33・・i一
一 一 一

肺 絞 理 増 強i・ 一
1

一層

一 34②1一

所 見 ナ シ;一̀
_

詩4
.0 18・5 .1一

i
i,,一 1.0 28.5i一

非

接

種

群

鱒1一 ・溜 2.528書5一 嘩
一

1雨 肺 一般二呼
,憂 吸音粗

1。427.0十

,,
一 2.022.0・ 一一

肺門淋巴腺炎
燃

雨肺一般二・呼
吸音弱

_、1。 .71+
…

所 見 ナ シ 欄
一 一F

2.037.5十

,,
一 一{29 ・5i一

…

肺門淋巴腺炎 一 1.3i16.2i一

肺門淋巴腺炎 一 ?ね.5十
雍

ー

ー

ノ、

所 見 ナ シ
両腕一般二呼
吸音弱

a4i㈱i培 養 セ ズ

μ1 一 一129 。0}培 養 セ ズ

陽夕

障友
瞬旛
…

槻 ナ シ駿 上部呼氣 1.5

(

2軌5一+

所 見 ナ シ ・ 一 3.1 20.5i-
i

i肺 門淋巴腺炎 一 2.5 12.Oi一

(所見 アル者)

姓 名 X線 所 見 理學的所見 1翰繍 防 浄
}

含 漱 液
結核菌培養

B
.

C,
G
接
種
群

肺門淋巴腺炎 右肺脊中部呼吸音粗
?20.0

§

十 駕

側上葉及左腕
需部陰影培大 雨肺呼吸音弱 ?i17・0 十

南側肺門腺炎 左肺中及下部呼吸音粗
?120.O

i
十

右上葉陰影雨
肺門腺炎

右後上呼気延
,長

i

?i19・0 十

非

接

種 ・

.群

肺門淋巴腺炎;函 館呼吸音粗 ?
'35

.2 七一

肺門淋巴腺炎 両腕呼吸音粗 ? 21.0 一

1肺門淋巴腺炎 右肺 尖 呼気延長
5.1 13.7 培 養 土 ズ

麻鯉 雛 右後上呼氣延長 _127.5 培 養 セ ズ

「

ツ
」

反
旛

陽
性
群

}両 側上葉陰影一 雨肺一般二呼

雨肺門腺炎1吸 音弱
1.1 24・2{+

肺紋理増強 一 1.1 27.2 一

』

南側肺門腺炎 雨肺一般二呼

i吸音組

? 27.0 十

輩

騨羅畿下機 難鎌 1.1 14◎0 十



406 根本富某工場二於ケルB.C.G接 種 ノ成績二就テ 【第21巻

「ツ」反磨陰性者 トノ間 二有意義 ナル差 ヲ認 メラ

レナイ.シ カ シ乍 ラB.C.G接 種 群及 ピ封照 「ツ」

反鷹陰 性群 ト「ツ」反鷹陽性群 トノ間 二於 テハ有
ゆ

意義ナル差 ヲ認 メ、前者 ガ後二者二比 シ饗見率

第 四 章

B・C。G>・Calmett6ガ1924年B.C。Gヲ 人韻結

核豫防 二提唱 シテ以來、経 口投與、更 二皮下接

種 ト各國 二於 テ研究 セラ レタ.吾 國 二於 テモ近

年漸 ク結核豫防 ノ盛 二唱 ヘ ラル ・二至 リ、 コノ

B・C・G接 種 ガ各方面 二考究 セ ラレ、試 ミラレ

ツ 、アル。 彦ロチB.C、Gハ 「ツベル ク リン」陰性 ノ

者 二接種 スル コ トニ依 リ、大孚 ノ者 ヲ陽性轄 化

ヲ得 サ シメルコ トガ出來 孕 トイフ.著 者 ノ場合

ハO・OJsmgノ 少 量 ヲ行 ヅタノデアルガ接種後8

週 後 ノ観察 ハ約50%陽 匪轄 化 ヲミタ。コノ陽性

轄化 二就 イテハ接種菌量 二關係 ズルタメ、各々

報告 ノ成績 ハ異 ツテヰル.シ カ シ{・唄 田氏等 ハ

九大 看護婦 ニツキO・005-0.02mgヲ ーva=接
タ ヤ

種 シ、若 シクハ雨側 二菌量 ヲ分 ケテ接種 シテモ

孚年 ヨリ1年 内ニハ80-90%ノ 割 二陽轄 シ得

ル ト報 ジ、 ②酒井氏ハ傳研 看護婦 ニツキ0 .01--

0・02mgニ テ(94・Q±2。0%)二 陽 ・性轄イヒシ得 タ

トゲ 般 二陽 性者嚢生奪 ・接 種量 ノ多 イ程 高 久

且 ツ「ベル クリン・ア レル ギー」ノ持績 期間 モ長

イρ(3}柳 澤 ・安藤氏 二依 ツテモB・C・G皮 下接種

海猿 二於 テ ソノ陽性 轄化ハ ソ ノ接種量 多 キ程速 ノ

カ ニ且 ツ長 ク持績 シ、豫 防的数果 モ著 シイ ト
。

シカ シB.C.G接 種 時 二現yル 「ヅベル ク リン.

ア レルギー」ハ結核 菌 自然 感染 ノ揚合 二比 シ可

成微弱 ナルモ ノニテ或時 日ヲ経 ル ト再 ビ 「ア レ

ル ギーJノ 減霧 清失 ヲミル
.著 者 ノ場合 モ1C

-11ケ 月後67 ・2%ノ 陰 性復蹄 ヲ認 メタガ之等

ノモ ノモ濃厚 「ツtxPtルク リンJ液 ノ皮 内反鷹 ヲ試

iル 時 ハ陽性 ヲ示 シタ。5(rツ 」反鷹 ノ出現 及 ビ

ソノ彊 サガB℃ ・G二 依ル結核 冤疫力 ト李行 スル

5ハ 冨 ヘヌ ガ陽性「アyル ギーJノ 期間 ガ問題 ト

ナルe{3}柳 澤 、安藤 氏ハ接種後1ケ 年 ヲ経過 シ

fツ 」反鷹1陰性 トナ ツタ海=猿ハ尚免疫性 ガ認 メ ラ

ガ低 イ トイフコ トガ出來 ル。本調査 ノ結果 ヨリ

ス レバ、B.C.GO.005mgノ 接 種 デハ 接種後2

年 ノ状態 デハ必 ズシモ結核爽病 ヲ豫防 シテハヰ

ナイ トイハネバナ ラナイ。

総括拉二考按
輪

レタ トイフ。 シカ シ兎角 ソ ノ程 度 ヲ定 メル コ ト

ハ困離故、冤疫力 ノ滅弱 シタ或 時期 二於 テ更 二

雨接 種 ヲ施 ス必要 ガ アル。次 二接種 方法 ニツイ

テハ皮下接種 法 二依 ル 副 作 用 ヲ除 ク タ メ(4》

R.chaussinand.(1)貝 田 氏等 ハ分割注射 法ガ之

ヲ避 クル コ ト・陽性獲現率 ノ優 レタコ トニツイ

テ報 ジテヰル。著者 ノ揚合 ニハ片側 ト雨側 二分

ケテ接 シタ揚合 ノ成績 ニハ有意義 ナル差 ヲ認 メ

ルコ トハ出來 ナカツタ。

又嚢病牽 ニツイテ云 ヘバ昭和16年9月 迄B.C.G

接 種 後満2年2ケ 月 ヲ歴切 リ結核性疾患 ヲミル

ト、B.C.G接 種 群 ヨリ封 照 ノ非接種群 二於 テ大

髄4倍 、陽性群 二於 テ2倍 ノ嚢病者 ヲ出 シテヰ

ル。 ソシテ債}封照陰 性者 ヨリ2名 ノ結 核死亡者

ヲ出 シテヰ ルコ トハ注 目スベ キデアル。 シカ シ

第3章 、第4節 二論 ジタ様 二、 コ ノ検査材料 ニ

ハ吟味 ノ蝕地 ガ充分残 サ レテヰル ノデアル
.之

二付 テハ(5廟 今村教授 ノ報告 ヲ参照 サ レ列
。

ffiit病 二至 ル迄 ノ期 聞 ヲミル ト阪大 ノ{7や 澤氏

ハB・C・G接 種群 ニテノ・18ケ 月 ヨリ24ケ 月後 二

爽病 スル者多 ク、 封 照 ニテ ハ6ケ 月乃至18ケ

月後 二多 イ ト報 ゼ ラレタガ著者 ノ場合 ハ登病率

二絵 リ著明 ナ差 ガア リ
、 且 ツ接種群 二於 テ ハ

6--12ケ 月 二於 ケル ト12-24ケ 月 内 二獲病 ス

ル者 ト大禮 同籔 ニ シテ
、叉封照群 二於 テモ12-.

24ケ 月 内二獲病籔 ノ55.5%饗 生 シテヰ ル結 果

トナツタ。更 二2年 後 二於 テ被 検人 員中
、 當時

仕 事 二從事 スル者 ニツイテ健康 調査 ヲ行 ヅタガ

結核獲病率 ・樹 照群 二比 シテ有意義 ナル差異 ヲ .

認 メナカ ツタ.

副 作 用 トシテ局所反慮 三ツイテモ之 ハ注射量乃

至B・C・G浮 游液濃度 ガ瀾係 ズル トサ レ爾研究 サ

レテヰル トコロデ アル
。 ソノ局所反鷹 ノ頻 度 二
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驕シテモ色 々報告 ガアルガ0.005mg接 種 シタ

例デハ働戸 田教授等及 ビ{唄 田氏等 ノ報告 ハ膿

瘍及潰瘍 ハ1名 モ認 メズ、前者 二21名 中、4ケ

月後1名 硬結9生 ジタ ト報 ゼ ラyタe著 者 ノ場

合モ片側 二行 ツ ダ群 ヨリ1名 膿瘍形成1名 、膿

瘍ヨリ潰瘍形成 ヲミタガ何 レモ治療 ヲ受 ケテ全

治シタ。 ソシテ ②酒井氏、(y)W.M.Litterer

・・再接種時 二初接種部位 二、li・・'A.Brichmann

!・再接種部位及 ビ前同接種部位 二膿瘍 ヲ形成 セ

シモノアルコ トヲ報 ジタガ、著者 ノ揚合ハ再接

種人員ノ・少敷 デハ アツタガ璽化 ヲ認 メタ者 ハナ

カツタ。 シカシB.C.G二 依 ル皮下膿瘍 ニツイテ

・・一般的 ニノ・膿瘍登 生 セル揚合ハ 「ツ」反感陽性

韓化 ノ著 明ナ傾向 アリト云 ハ レテヰル,此 節 コ

ノ副作用 二封 シテハB.C.G浮 游 液 ノ製法又 ハ

「メヂウムJノ 改良 ニイロ4ロ 研究 ガ加 ヘ ラV、

又接種方法 ニモ分割接種 法、 皮内注射 法 モ試 ミ

ラレテヰル.結 核硯究所 ノ柳 澤博士 ハ超 昔 波

rワ クチ ンj/rメ ヂ ウムJヲ0.5%「 ぜ ラチ ンJ加

食盤水 二浮游 セ シムル コ トニ依 リ更 二好結果 ヲ

得 ラレテヰル.

以 上 ノ結果 ヨリ2年 内 二於 テハ可成微量 デハ ア
を

ツタガB.C.G皮 下 接種 ニ ヨリ嚢病者 ヲ少 クスル

コ トヲ得 タ ト申 シテモ過言 デナカ ラウカ ト思 バ

レル。爾今後 ハ接種量 ト再接種 ヲ行 フ期 間等 ヲ
　

考究 シテ数果 ヲ論 ジタイ ト思 フモノデアル,

第五章 結

(1)nv昭 和14年4月 「ツベ ル クリン」反鷹 陰'性

ナル新 タ・二採用 セ ル 幼年 工337名 ニ ヅ イ テ

B・C・G接種(0・005mg)ヲ 行 ヒ、注射後 第8週 目

ニソノ中 ノ ユ54名(52.9%)ガ 陽 性 二韓化 シタ。

(2)更 二13週 目、 ソノ中 ノ轄化 セ ザ リ シ者

ノ39名 ニツ イテ再接種(0。005mg)ヲ 行 ヒ、

10名(26.3%)ノ 陽 性轄化者 ヲi追加 シタ。

(3)ソ ノ何vモ ガ5-10mm程 度 デ韓化度 ハ

張クナカツタ。

(4>ソ ノ接 種方法 ハ片側上膳1ケ 所 二行 ツタ

揚合 ト爾側上臆 二分 ケテ行 ツタ揚合 ノ陽性率 ハ

有意義ナル差 ヲ認 メナカツタ。

,(5)一 旦 陽性 二轄化 シタ者 ノ中、 ソノー部分

の 時日ノ経過 ト共 二 「ツベル クリン ・ア レル ギ

・-Jノ再 ビ減易易叉ノ膚省失 ヲミタ。(67.2%)

(6>コ ノ「アレルギーJノ 減弱、清失 モ更 二濃

厚「ツベルク リン」稀繹液 ヲ以 テrツ 」反 鷹 ヲ試 ミ

卿時多 クハ陽性 二i現レタe

(7)接 種 者 ノ局所 ハ殆 ド攣化 ヲ認 メズ、接種

後1ケ 月孚 ヲ経 テ膿瘍及膿瘍 ヨリ潰瘍 ヲミタ者

1名 宛 アツタガ何vモ 治療 ヲ受 ケ治癒 シタ.

(8)-B.C.G接 種 後満2年 間 ノ結核性疾患 ノ費

生ニツイテ ミ ル ト封照群 二比 シ約1ん 陽性群 二

論

比 シ1/2デ ア ツタe

(9)更 ニ コノ満2年 後嚢病者 ヲ除 キ當時衙仕

事 二從事 セル被検者 ニツイテ健康調査 ヲ試 ミ鉱

ニ ソノ壷病者 ハ陽 性群 ヨリ少 イガ封照群 トノ間

二有 意義 ナル差 ヲ認 メナカ ツタ
。

(10)本 例 ハ接種量微量 ニ シテ且 ツ コノ成績丈

ヲ以 ツテ数果 ヲ論 ズル コ トヲ得 ナ ィガ、少 ク ト

モ2年 以 内二於 テハfツ 」反鷹 陰性 者 ハB.C、G皮

下接種 ニ ヨリ結核罹患藪及 ピ死亡籔 ヲ滅 ぜ シメ

得 タ如 ク思 バ レル。

(11)B.C.Gニ ヨツテ生 ジタ冤疫 ハ或 程度 ノ弱

イ免疫 ト考 ヘ ラル ・毛 ノデ アル ガ、結核未感染

者 二封 シテハ登病豫防 ノ目的 二試 ミラレベ キ モ

ノ ト信 ズル.

稿 ヲ終ルニ臨 ミ、御懇篤ナル御指導、御校閲 ヲ賜

レル西野敏授、淺野院長虹 ビニ慶大署學部原島助

敢授二謹 ミテ謝意ヲ表 シ。併セテ本検査二御援助

ヲ賜 リタル署局諸兄及ビ慶大署學部臨魅細菌研究

童 屈内墨士二鳴謝ス.

(本報告ハ日本學術振興會第入小委負會研究業績

ノー部デアル)
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